
すみだのまち劇場化プロジェクト



・駅から離れているので、目
的がないと訪れにくい地域密
着型商店街
・地域住民の高齢化
・新規住民に認知度が低い
・店主の高齢化による商店街
活動の縮小
・若年層や働き盛りの方々の
ニーズに応えられていない
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地域との
結びつき



2012年アイドルグループ
「帰ってきたキューピッドガールズ」

立ち上げ

継続した商店街活動で地域での認知度も上がり劇団側も商店街の現状により詳しくなった

商店街アテンダント運営側としての積極的参加



地域

学生

パ
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キラキラ橘商店街
の現状を理解した
劇団がキラキラ橘
商店街と手を携え
てイベントのハブ
になり、キラキラ
橘商店街の課題解
決を目指すイベン
トを企画。

それぞれが協力関
係にあることで
WIN-WINである継
続できるイベント
を目指す。



墨田区を代表する商店街・
下町人情キラキラ橘商店街
を舞台にした2日間のエン
ターテインメントなお祭
り！
すみだの偉人・葛飾北斎の
謎解き宝探し、歌・演劇な
どの野外ライブイベント、
ほくほくのお芋の販売な
ど！
帰ってきたキューピッド
ガールズと突如生まれた京
島のヒーローも商店街を盛
り上げます。
商店街の特別メニューをお
買い物できるつまみぐい
ウォークも同時開催！
昭和レトロの商店街でほく
ほくしよう！！





キラキラ橘商店街自体を遊園地のような場所に見立てて広く開放していく。



お店自体もアトラクションとして参加してもらい、お客さんと交流。お客さんに
店主の人となりを知ってもらうことで、イベント終了後もファンになって「また
来たい店・商店街」になるような繋がりを創生する。



空き店舗前でイベント限定のキッチンカーやワークショップの出店をする
などしてキラキラ橘商店街全体を賑やかにする。



「楽しかった」「お世話になった」思い出は継続して「また来たい場所」「会いたい人」
になっていく。それによって地域に必要とされる場所としての商店街の価値をイベント
を通して作っていく。様々な場づくりの場所として活用していける商店街とする。



集客のためにPR予算をたくさんかければたくさんの方に来ていただけますが、低予算でのPRの工夫をしています。

リーフレットチラシの配布17000枚＜配布料無料＞
⇒狙ったターゲット（ファミリー層）に有効に届く
折込等ではなく後援先にリーフレットチラシの配布をお願いする
墨田区 20箇所 20部ずつ 計400枚
墨田区教育委員会 墨田区内小中学校全配布 計15000枚
一般社団法人墨田区観光協会 観光案内所2か所 50部ずつ 計100部
商店街加盟店に20部づつの配布と店舗への掲示 計1200部
プレスリリースの発行＜発行料無料＞⇒地域情報誌・ネット情報記事へ情報掲載
記者会見＜開催費無料＞⇒会見の仕方で新聞記事等になる
ローカルケーブルテレビJ:COMで告知＜情報提供で無料＞⇒J:COMは一日に何度
も告知してくれるので記憶に残りやすい

11月7日（土）参加延べ人数約3000名
11月8日（日）参加延べ人数約5500名 2日間の参加延べ人数約8500名



・墨田区
・墨田区教育委員会
・一般社団法人墨田区観光協会
・墨田区商店街連合会
・千葉大学
・千葉商科大学
・早稲田大学地域ゼミ
・武蔵野大学
・異業種交流グループ笑人ソサイエティ
・MARK SYN（都立橘高校OB・OG）
・演劇ユニット下町パスポート（都立科学技術高校OB・OG）
・ましまろ/もてりょう（商店街店主でありミュージシャ
ン） ・・・等
～上記他コロナ以前～
・墨田中学校
・吾嬬第二中学校
・都立橘高校
・向島言問姐さん（墨田区向島・ゆるキャラ）
・おしなりくん（墨田区押上・ゆるキャラ）
・コバトン（埼玉県・ゆるキャラ） ・・・・等



できるだけ非接触にしながら来場者の追跡を可能にするために、ステージパフォーマンス、謎解きBook
の配布は受付制に。
QRコードの読み込みで連絡先を知らせていただくなどした。



メインイベントは、
当初、キラキラ橘
商店街の中にキャ
ラクターに扮した
俳優を点在させ、
俳優自体がアトラ
クションとなりう
るような仕掛けに
しようと考えてい
たが、密を避ける
ために俳優は点在
させず、代わりに、
掲示してあるQR
コードを読み込む
と俳優がヒントと
なるパフォーマン
スをする動画を観
てもらうようにし
た。



墨田区観光協会の協力のもと、キラキラ橘商店街に5か所、自動のアルコール噴霧器を設置。各イベント
会場にもそれぞれアルコールを置いて手指消毒の徹底を行った。



・コロナ禍で打撃を受けている商店街
の活性。
・地域のファミリー層が多くイベント
に集まった。

・ステージイベントを行うことで若い
ファミリー層、30代～40代がSNS等で広
く感想を広めることによって知名度や
イメージの向上ができている。

・「また来たくなる」商店街として印
象付けることができた。

・商店街と地域学生の交流の幅が広
がった。

・アウトソーシングでイベントをおこ
なうことにより、店舗が前向きになっ
ている。

・イベントに協力してくれた店舗では

全ての店舗で売り上げが上がった。



今年はすみだの偉人・勝海舟をテーマに新たなイベントを
12月4日（土）5日（日）に開催予定です


